
主　日　礼　拝主　日　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（8月 31 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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礼拝スケジュール

　　先週の礼拝で，「癖」は神様が用意して下さっている繁栄
を取り去ってしまうというメッセージが語られました。その
時には，その意味がよく分からなかったのですが，祈祷会で「あ
なたの癖は何ですか？」と聞かれ，自分の癖について深く考
える時をもつことができました。神様に祈り，自分を見つめ
ると，朝食を抜く，きちんと寝ない，いつも時間がないと思っ
て焦る，子どものことを必要以上に心配する，強がる・・・等々，
今までに自分では意識していなかった癖を次々に見つけるこ
とができました。そして，それが神様が私に用意してくださっ
ている繁栄を取り去ってしまっていることも・・・。私の母
は短命でした。料理が上手で，おしゃれが好きで，私の自慢
の母でした。仕事も大好きで，亡くなる前日まで元気に仕事
をしていました。多くの友人に囲まれて，太く短い人生を急
ぎ足でかけぬけた・・・そんな母を急に失った時から，根拠
もなく，きっと私も母と同じように短命だと信じ，いつも時
間がないと思うようになったのです。祈祷会で「癖を直して，
新しい自分になれますように。」と真剣に祈りました。そして，
癖を認めることができたのだから，今後はその癖を自分から
捨て，新しい習慣を始めていこうと思います。母と同じよう
に短命・・・ではなく，神様が決められたその日まで，急が
ず自分を大切にして生きていきたいです。あまりにも急な母
の死から，私はあの祈祷会の日まで立ち直れていなかったの
かもしれません。魂に響く祈祷会でした。

箴言23章～ 29章

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
　今回は、箴言の言葉が新約聖書に引用されて
いる部分について見ていきたいと思います。こ
れまで読み進めて「あれ！？」と思ったことは
ないでしょうか。それは新約聖書で似たような
部分があったからだと思います。それがこれか
ら紹介する５つの箇所なのです。「①箴言３：
１１～１２→へブル１２：５～６」「②箴言３：
３４→ヤコブ４：６、Ⅰペテロ５：５」「③箴言
１１：３１→Ⅰペテロ４：１８」「④箴言２５：
２１～２２→ローマ１２：２０」「⑤箴言２６：
１１→Ⅱペテロ２：２２」この５箇所のうち、
ペテロの手紙に３回も引用されています。ペテ
ロの手紙には他の旧約聖書からの引用も多数あ
りますが、「あのガリラヤ出の「無学な，普通
の人」（使 4：13）」と言われていたペテロも「ペ
テロの手紙」を記している頃（AD64 ～ 67 年頃）
には旧約聖書を用いて、イエスキリストによる
新しい教えを伝えているのです。私たちも旧約、
新約聖書をバランスよく読み、御言葉を蓄えて
いきましょう。
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　私たちは、１つの物事に集中すると、そのことだけでいっぱ
いになって、他にも大事なことがたくさんあっても、他のもの
が見えなくなる傾向にあります。「こうあるべきだ」という固
定概念に執着していると、それ以外のことが自分の身に起きて
も、それが何なのか分からないのです。そして大切なことも見
失ってしまうのです。よく「木ではなく森を見る」と言われます。
ある１つのことばかりにこだわって全体を見られなければ、目
的も何もかもを見失ってしまうのです。
　どんな境遇にあっても満ち足りることができる人は、必ず繁
栄します。しかし、不足に目がいって不平不満ばかりの人は、
ちょっと何かがあると感情的になったり簡単に諦めてしまいま
す。しかし、繁栄というのは、必ず種まきをして、刈り取るま
での間に苦しみも痛みも経験ながら努力して、待って、初めて
収穫があり、繁栄があるのです。私たちは、種を蒔かなければ
収穫できないことを知っています。だから種を蒔き続けるので
すが、私たちは繁栄の手前の苦しい時代に諦めてやめてしまい
ます。だから、生涯、種まき人生です。収穫もなく種を蒔き続
けるとどうなりますか？「どうせ…」という諦めや嫌々する態
度になってしまいます。だから種まきと刈り取り、つまり需要
と供給のバランス感覚が必要なのです。
　ヤジロベエというのがありますが、両端の重さが均等だから
揺れても倒れずに元の姿勢に戻ります。私たちの、種まきと刈
り取りのバランスも均等でなければ、種まきをしたくても蒔く
種が無くなったり、刈り取りがなければ次の収穫に結びつける
ことができません。バランスを崩すことが、私たちの祝福が壊
れるということなのです。
このバランスを保たなければならない種まきと刈り取りを、私
たちは感情と知識で行っています。だから種まきをしている最
中に何か自分に影響があると、何をしてしたのか、何のために
種を蒔いていたのか目的を見失ってしまいます。私たちは、種
を蒔いている最中に、何があっても収穫があることを信じ、途
中でどんな被害にあってもその中でどう刈り取っていくのか、
繁栄を手にするのかを考えていなければいけません。何が私た
ちの安定を壊すのかを知っておかなければいけません。
　与えられたものをより良くするのが私たちの使命であり責任
です。私たちは自らの足で種を蒔き、自らの手で苦労して収穫
するところまでをしていかなければいけません。そしてこのこ
とを自分に続く人たちに教えなければいけません。今、自分の
置かれた環境で自分に与えられているものをより良く用いてい
ますか？より良くする目的があって、それがどうなるのかを
知って収穫している人が初めてより良くしたものから繁栄を得
ることができるのです。私たちには、お金も生活も、たった１
回の人生も預けられているのです。時間が経てば収穫できる…
繁栄する…なんてことはありません。苦労して種まきをして育
ててこそ収穫・繁栄があるのです。収穫だって苦労します。し
かしここと通ってこそ喜びがあるのです。
　私たちの繁栄とバランスを壊すもの①諦めです。何かあると
諦めて、さらに「もう○○だ」「きっと○○に違いない」と勝
手に決めつけてしまうのです。誰かのせい、環境のせいにして
いたら自分が変わることができません。自分が変われば相手も
環境も変わります。私たちがどういう種を蒔いているかが問題
なのです。私たちを通して物事が変わるのですから私たちが諦
めては終わりです。何かを諦めるということは自分を諦めたと
いうことです。収穫、繁栄の喜びを得るまで諦めてはいけませ
ん。
　そして②先送りの信仰です。私たちは、物事を先送りにして、
ギリギリになって慌てるというギリギリ生活をしがちです。ど
うして人間はこの様な性質を持つのでしょうか？それはアダム
とエバの時代にさかのぼります。アダムとエバはエデンの園の
木の実を食べていました。苦労しないで食べられていました。
しかし罪を犯してしまって、労苦して糧を得て、自分の生活を
担保しなくてはならなくなったのです。でも人間は元々、担保
する生活を送るように作られていないので「やる気」が出ない
と動けない傾向にあります。しかし前述したように、人間が罪
を犯してからは、労苦して糧を得る、狩猟・農耕生活を送らな
くてはいけなくなっているのです。私たちが、やる気が出なく
て、物事を先送りにしてしまう理由は種まきから刈り取るまで
にギャップがあるからです。「すぐに刈り取る訳じゃないから」
「今しても、ちょっと先延ばしにしても変わらない」と思って
いるからです。本能の赴くままに生きてしまっているのです。

この地上で豊かな人は、本能と戦っている人です。凄い人だか
らできるのではありません。本能と戦っているだけなのです。
私たちは、「明日がある」「誰かがやる」といつまでも受け身です。
この受け身の生活から抜け出さないと、私たちから神さまの祝
福が流れることはありません。私たちの脳は、やり始めるまで
に時間がかかって、やり始めると継続できる仕組みになってい
ます。だから、私たちは意志に基づいて、やる気のない脳にや
る気を出させなければいけません。自らの意志で決断して「今」
という時に動かなければいけないのです。先延ばしにしていて
は収穫の時は来ません。収穫がなければ蒔く種がありません。
種を蒔かなければ収穫はいつまで待ってもありませんから飢え
て死にます。心がずっとそんな状態になっているのです。私た
ちがもしそうなら、私たちに関わる人がみんなこの様になって
しまいます。
　これらのことを知っているのに、私たちの繁栄とバランスを
壊すものに③癖があるからです。①諦めも②先送りの信仰も強
い意志で決断すれば克服できます。しかし癖はどうにもなりま
せん。自分にどんな癖があるか分かっていますか？この癖が分
かっていないと治せません。そして、この癖は家系で伝承しま
す。良い癖が引き継がれるのは良いのですが、悪いものが引き
継がれるのは良くないです。神さまは、悪いものをよくするた
めに十字架にかかられました。だから、この悪い癖をよく分かっ
てなければいけません。癖は認めてしまえばラクです。自分が
持っている癖を神さまの力によって良いものに変えなければ意
味がありません。相手の悪い行動に対しそのまま悪い態度で返
していては何の意味もありません。癖には「言い伝えと伝統」
「ルール」「人並み」という特徴があります。（マルコ７：１３
～１５）人から出るもの＝癖です。諦めも先送りも癖です。だ
から、これをやめればいいんです。癖を認めることが繁栄の始
まりです。
　神さまは、私たちの過去の傷を癒し、私たちの苦しみを取り
除いてくださいました。しかし、この癖が、私たちを昔の自分
に戻そうとするのです。癒されても、今までやってきたくせに
基づく行動は変わりません。
　聖書にヨブという人が出てきます。ヨブはすごく豊かな幸せ
者でした。ただ心配癖がありました。将来に対する心配は不信
仰です。ヨブは自分の心配ではなく息子たちのことを心配して
いました。息子たちがもしも罪を犯したらいけないからといっ
て、於かしてもいない罪のためにいけにえを捧げていたのです。
これを毎日繰り返していたのです。だから子どもたちは、だん
だん悪くなって、最後には家族が誰もいなくなってしまいまし
た。その後、ヨブの友人が３人来ます。この３人にも「自分の
ことは棚に上げて他人のことを誹謗中傷する癖」がありました。
ヨブは、灰をかぶり神さまに「どうして自分がこんな目にあう
のか」と祈り続けていました。するとヨブは変わりました。心
配することをやめて、この訓練の中で、自分を誹謗中傷する３
人の友人を憎んでいたことに気づき、赦す祈りをしました。そ
うしてヨブは今までの２倍の祝福を受けたと書かれています。
　神さまは、私たちの癖を除くために十字架にかかられました。
私たちの人を指さす癖のために手に杭を打たれました。私たち
の足が自らで悪い方向に進んでしまう癖があるので足に杭を打
たれました。私たちが自分のことをさしおいて、腹の中で他人
を責めるから腹に槍を刺されました。自己中心に王のように揺
る舞うから茨の冠をかぶらされたのです。私たちがまだ、この
癖を治さないなら、再び神さまを十字架にかけることになりま
す。私たちが見ているのは自分だけなのです。自分たちが任さ
れたものをしっかりと管理して、種を蒔いて、諦めないで信じ
て待って、自分の癖を治すから、刈り取ることが出来るのです。
繁栄するのです。自分の問題に、きちんと向き合って初めてで
きるようになるのです。色々な指摘を受けることは批判されて
いるのではありません。訓練です。過去に傷ついた事によって
癖を用いて自分を守ろうとしました。神さまの十字架によって
傷は癒えましたが癖が残ってしまって私たちの祝福の邪魔をす
るのです。（箴言３：１３～２６）諦めるな、先送りするな、
自分を見つめろ…今聞いたことは全て知恵によって克服するも
のです。克服するために神さまに祈りましょう。そうすると、
自分から癖が無くなるだけでなく、家系に伝承されている癖も
治ります。

（要約者：行司　佳世）

「バランス感覚」


